
各地区竃友会だより（秋田）

左から3位木村さん、優勝佐藤さん、2位高橋支部長

二（ヽ

■
い
　
秋
旧

◆
秋
田
支
部

◎
定
期
総
会
開
催

6
月
6
日
平
成
2
9
年
度
克
則
総
会
を
市
内
中
適

「
イ
ヤ
タ
カ
」
　
で
開
催
し
た
。
総
会
に
は
支
部
役
員
、

支
部
代
議
H
、
相
談
役
等
計
2
9
名
が
出
席
し
司
会
に

堀
久
美
子
代
議
員
、
議
長
に
木
村
辰
雄
代
議
員
を
避

山
し
た
〔
　
高
橋
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
事
務
局
か
ら

「
平
成
鱒
年
度
会
務
報
告
」
　
「
乃
牛
皮
事
業
計
画

〈
案
）
」
、
「
平
成
謂
牛
皮
収
支
決
算
侶
告
」
「
乃
年
度

様横会総

収
支
ナ
鹿
二
案
）
」
、
「
平
成
鱒
年
度
会
計
監
査
」
　
の

報
告
捉
案
が
あ
り
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
′
．
総
会

に
引
き
続
き
懇
親
会
に
移
り
N
T
T
秋
m
支
店
窪
m

支
店
長
を
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
を
お
迎
え

し
、
代
表
し
て
N
T
T
秋
田
支
店
窪
田
支
店
長
か
ら

こ
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
、
一
大
問
副
支
部
長
の
乾
杯
の

発
声
の
後
、
終
始
和
や
か
に
会
員
同
卜
の
近
況
報
告
、

昔
話
に
花
が
咲
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
が
流
れ
聞

会
し
た
r

◎
N
T
T
秋
円
グ
ル
ー
プ
竿
燈
会
模
様

8
月
3
日
H
1
6
日
迄
の
4
日
問
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
た
秋
田
の
伝
統
行
車
の
1
つ
竿
燈
祭
り
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
盛
会
裡
に
終
了

し
た
。
5
月
2
5
日
に
は
早
々
に
総
会
が
あ
り
、
高
橋

上
部
良
、
大
川
埋
草
が
出
席
。
祭
り
の
＝
収
終
日
の
8

月
6
日
に
は
高
橋
支
部
良
が
騎
馬
托
燈
役
の
1
人
に

選
ば
れ
N
T
T
グ
ル
ー
プ
を
代
衣
し
て
人
い
に
　
「
秋

田
」
　
の
良
き
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
活
動
に
徹
し
た
・

◎
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦
へ
の
参
加

N
T
T
東
日
本
－
如
北
秋
m
支
店
が
L
催
し
環
境

美
化
及
び
環
境
保
護
清
動
の
一
環
と
し
て
、
定
期
的

に
活
動
で
き
る
施
策
で
地
域
と
密
弟
し
た
社
会
貢
献

活
動
を
継
続
的
に
展
関
す
る
こ
と
に
よ
り
、
N
T
T

秋
川
グ
ル
ー
プ
の
余
栄
イ
メ
ー
ジ
7
7
7
を
図
り
、

地
域
社
会
・
環
境
保
護
に
貢
献
す
る
た
め
ヒ
H
杓
を

定
め
毎
年
冥
施
し
て
ま
す
、
■
今
隼
度
は
こ
れ
ま
で
に

3
回
実
施
し
て
お
り
、
1
回
日
は
6
月
6
円
、
2
同

日
は
7
月
刀
H
、
3
回
目
は
川
月
1
9
日
■
何
れ
も
午

前
8
時
1
5
分
か
ら
細
分
程
度
で
中
央
は
中
通
ビ
ル
周

辺
、
県
南
地
k
は
構
手
ビ
ル
周
辺
、
県
北
地
区
は
大

館
ビ
ル
闇
辺
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
た
■
】
会
員
の
参

加
状
況
は
ト
ー
タ
ル
で
千
秋
ク
ラ
ブ
3
1
名
、
県
南
地

は
6
名
、
県
北
地
区
5
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
早
朝

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
事
も
あ
り
参
加
音
が
い
ま
い

ち
の
感
が
あ
り
ま
す
が
稲
越
的
に
呼
び
掛
け
て
少
し

な
り
と
も
増
え
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
ー

◎
支
部
第
4
回
キ
ス
釣
り
人
会

第
4
回
臼
を
迎
え
た
キ
ス
釣
り
大
会
h
　
今
年
度
は
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う～ん、力作だね－

彗喜垂章蛍雪

石橋会長あいさつ

余技作品展

7
月
8
日
、
7
名
が
参
加
し
男
鹿
半
島
の
北
浦
漁
港

を
出
港
し
ま
し
た
〔
｝
毎
年
、
釣
果
に
は
大
き
な
バ
ラ

ツ
キ
は
あ
る
も
の
の
、
気
象
条
件
だ
け
は
毎
年
好
条

件
で
、
日
ご
ろ
の
行
い
　
（
？
）
　
を
自
慢
す
る
主
催
者

で
す
。
釣
果
は
い
ま
い
ち
で
、
優
勝
者
で
約
1
二
〇

キ
ロ
と
数
年
前
の
5
分
の
1
く
ら
い
で
し
た
÷
　
優
勝

は
佐
藤
英
夫
さ
ん
、
2
位
は
高
橋
支
部
長
、
3
位
は

木
村
儀
十
さ
ん
が
入
り
ま
し
た
r
】
、

船
頭
さ
ん
の
話
で
は
、
激
減
し
た
釣
果
は
徐
々
∴
∴

回
復
し
っ
つ
あ
る
と
の
こ
と
で
次
回
が
楽
し
み
で
す
。

続
い
て
の
懇
親
会
で
は
、
高
橋
会
長
の
挨
拶
の
後
日

名
の
ご
来
賓
の
紹
介
を
順
次
行
い
ま
し
た
。
代
表
し

て
N
T
T
窪
田
支
店
長
か

ら
ご
挨
拶
を
就
き
、
工
藤

副
分
会
長
の
発
声
で
乾
杯
、

終
始
和
や
か
に
懇
親
を
探

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
最

後
に
千
秋
ク
ラ
ブ
元
会
長

佐
藤
氏
の
中
締
め
の
音
頭

わ
た
り
開
催
し
た
。
出
展
者
3
6
名
の
方
々
か
ら
写
真
、

苦
、
木
版
画
、
水
墨
画
、
凧
絵
、
切
り
絵
、
ア
ー
ト

フ
ラ
ワ
ー
、
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

手
芸
、
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
る
作
品
一
式
、
能
面

等
沌
種
1
3
2
点
の
力
作
が
勢
揃
い
し
鑑
賞
に
訪
れ

た
お
客
様
の
心
を
魅
了
し
た
。
こ
の
度
も
県
南
の
湯

◆
千
秋
ク
ラ
ブ

◎
定
期
総
会
開
催

6
月
2
0
日
第
5
6
回
定
期
総
会
を
イ
ヤ
タ
カ
で
開
催

し
た
n
■
　
総
会
は
堀
久
美
子
理
事
の
司
会
、
議
長
に
桜

田
博
氏
を
選
出
し
、
4
7
名
の
会
員
の
出
席
で
開
会
っ

会
長
挨
拶
に
続
い
て
事
務
局
か
ら
「
平
成
2
8
年
度
会

で
散
会
し
た
【

◎
N
T
T
－
O
B
余
技
作
品
展
開
催

毎
年
恒
例
の
余
技
作
品
展
を
N
T
T
労
組
退
職
者

の
会
と
の
共
催
で
相
月
9
日
1
日
口
迄
の
3
口
問
に

沢
、
横
手
の
会
員
の
方
〝
「

か
ら
の
「
斉
」
や
「
手
芸
」

等
の
出
展
も
あ
り
一
段
と
■

賑
わ
い
を
み
せ
た
の
で
は
ゝ

と
満
足
感
に
浸
っ
た
お
も
‥

い
で
し
た
．
一
過
性
に
な

ら
ぬ
よ
う
裾
野
を
広
げ
て

務
報
告
」
「
平
成
2
9
年
度

串
業
計
画
（
案
）
」
「
平
成

鱒
年
度
収
支
決
符
報
告
」

「
平
成
汐
年
度
収
支
予
算

（
案
一
」
「
平
成
鱒
年
度
会

計
監
査
報
告
」
か
あ
り
満

場
▲
敦
で
承
認
さ
れ
た
■
J

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
■
　
入
場
者
数
2
1
4
名
で
昨

年
よ
り
若
干
下
回
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
展
一
小

作
品
の
質
、
n
出
の
充
実
を
回
り
よ
り
沢
山
の
万
々
に

鑑
昔
し
て
も
ら
え
る
余
技
展
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

◎
親
睦
「
旅
の
集
い
」

「
秋
凹
を
観
よ
う
、
秋
田
を
知
ろ
う
」
　
の
テ
ー
マ

の
も
と
8
月
1
7
円
「
西
馬
音
内
盆
踊
り
」
鑑
賞
を
企

画
し
総
勢
2
0
名
の
会
員
及
び
家
族
で
県
南
の
羽
後
町

に
出
掛
け
た
■
踊
り
の
開
始
牛
後
7
時
3
0
分
か
ら
に

合
わ
せ
て
γ
後
3
時
に
秋
川
駅
前
を
出
発
し
、
途
小

川
両
沢
市
民
プ
ラ
ザ
に
立
ち
寄
り
8
月
に
開
催
さ
れ
た

「
ヒ
タ
結
い
て
つ
ろ
う
ま
つ
り
」
　
で
推
露
さ
れ
た
代
表
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意気もぴったりl
千秋月曜会の皆さん

第133回大会
優勝者を囲んで

的
な
作
目
旧
を
見
学
し
会
場
へ
と
向
か
っ
た
一
定
刻
の

牛
後
7
時
3
0
分
子
ど
も
た
ち
中
心
の
踊
り
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
亡
母
か
ら
子
へ
、
ま
た
そ
の
子
へ
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
と
い
う
昔
を
物
語
る
端
縫
い
の
衣

裳
を
ま
と
い
お
磯
子
に
合
わ
せ
て
優
雅
に
夏
の
夜
を

舞
う
た
く
さ
ん
の
踊
り
子
の
姿
を
目
と
心
に
焼
き
付

け
　
「
来
て
よ
か
っ
た
、
見
て
良
か
っ
た
」
と
異
口
同

音
に
発
し
な
が
ら
家
路
に
着
き
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

中
千
秋
月
曜
会

7
月
2
0
日
老
他
施
設
「
山
盛
苑
」
に
て
ボ
ラ
ン
テ
ケ

ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
午
前
1
0
時
の
開
演

↓
㌣
定
。
施
設
は
秋
田
市
郊
外
に
あ
る
た
め
早
起
き
し

て
目
的
地
へ
と
向
か
い
ま
し
た
■

私
達
の
サ
ー
ク
ル
も
高
齢
化
と
共
に
、
物
党
え
が

悪
く
な
っ
て
お
り
ま
す
ゥ
又
、
夏
の
暑
い
L
l
が
続
い

た
為
、
練
習
不
足
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
ノ
当
日
に

な
り
急
に
欠
席
す
る
会
員
も
出
て
来
ま
し
た
㌧
　
ダ
ン

ス
は
4
曲
予
定
し
て
お
り
、
曲
と
曲
の
間
に
辰
正
祥

さ
ん
の
歌
を
組
み
込
み
披
露
し
ま
し
た
▲
＝
】
練
習
不
足

も
あ
り
不
安
も
残
り
ま
し
た
が
、
暑
い
中
会
員
も
汀

を
流
し
な
が
ら
頑
張
り
ま
し
た
。
入
所
者
に
喜
ん
で

頂
き
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
特
に
辰
正
祥
さ
ん
の
歌
は

入
所
者
に
人
気
が
あ
り
ま
し
た
、
一
無
事
終
十
十
‥
糧
食

を
取
り
な
が
ら
次
回
の
活
動
に
備
え
反
省
会
を
行
い

ま
し
た
・

活
動
内
容

■
ト
毎
月
第
4
月
曜
日
午
後
1
時
半
か
ら
2
時
間

（
ゼ
会
場
　
秋
H
市
民
市
場
2
階
会
議
室

■
、
㌢
会
費
　
隼
2
回
1
回
　
（
3
0
0
0
日
）

（
テ
ー
プ
、
衣
装
代
、
衣
装
縫
製
）

耳
会
員
は
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
【
∪

皆
さ
ん
も
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
ま
せ
ん

、

　

　

　

、

②
千
秋
囲
碁
ク
ラ
ブ

・
第
1
3
3
回
定
期
大
会
　
8
月
1
9
日

優
勝
　
刑
中
　
忠
雄
　
　
2
位
　
塚
本

1
6
名
参
加

正
勝

2
6
8
回
例
会

り
】
6
9
回
例
会

9
月
り
ム
‖

1
0
月
7
日

5
名
参
加

6
名
参
加
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〔
）
1
日
以
降
の
入
会
・
例

会
．
㌢
定

・
第
1
3
5
回
大
会

2
月
3
H
 
l
0
時
1

（
N
T
T
秋
田
支
店
内

O
B
サ
ロ
ン
に
て
）

∴
屯
期
例
会

3
月
3
円
　
1
3
時
～

榔
N
T
T
・
O
B
秋
川
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

2
9
年
の
例
会
は
4
月
2
0
円
の
大
半
仙
c
c
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
5
月
は
北
．
二
県
　
（
青
森
、
…
H

手
、
秋
田
）
　
の
親
睦

入
会
が
告
手
県
盛
岡

打
コ
ル
フ
倶
楽
部
で

開
催
さ
れ
8
名
が
参

．
即
し
た

例
会
は
天
候
に
直
心

ま
れ
、
皆
さ
ん
好
ス

コ
ア
で
楽
し
い
例
会

と
な
り
ま
し
た
■

例
会
の
成
績
は
次

の
と
お
り
　
　
　
　
l

・
4
月
　
（
太
平
山
c
c

優
勝
　
桜
附
　
悼

‥
〇
月
　
（
南
秋
川
c
c

優
勝
　
樋
渡
　
徳
義

2
6
名
参
加
）

準
優
勝
　
石
川
　
孝
雄

2
1
名
参
加
）

準
優
勝
　
川
村
　
万
明

・
6
月
　
（
椿
ム
H
C
C
　
2
7
名
参
加
）

優
勝
　
斎
藤
　
和
雄
　
　
唯
優
勝
　
佐
藤
　
昭

：
－
‖
　
（
ノ
ー
ス
H
G
C
　
2
5
名
参
加
）

優
勝
　
藤
原
　
和
男
　
　
唯
優
勝
　
金
持
　
巽

・
8
月
　
（
ロ
イ
ヤ
ル
G
C
 
m
叫
名
参
加
）

優
勝
　
高
橋
　
均
　
　
　
準
優
勝
　
鎌
m
豊
川
郎

・
9
月
　
へ
粥
鹿
G
C
　
1
9
名
参
加
）

優
勝
　
柴
山
　
祐
吉

・
1
0
月
　
（
太
平
山
c
c

優
勝
　
鈴
木
　
光
雄

準
優
勝
　
藤
田
　
敏
明

㌍
名
参
加
）

準
優
勝
　
二
両
　
悪
責


